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9月11日
奥飛騨ビジター
センター

センターの方々に
ご案内いただき、
とても貴重な経験
となりました。



奥飛騨ビジターセンター構内図



１. 奥飛騨ビジターセンターの設立趣旨

・奥飛騨ビジターセンターは、自然・観光・アクティビティ・天候・交通等
の情報を入手できる。
・地域の特徴的な地形や地質、動植物の展示紹介をはじめ、自然観察や
ものづくり体験プログラムを提供する施設。

旅の出発点の機能を果たす目的がある

最終目標：若者が集える場所とする
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バスタ新宿～平湯温泉
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大学生同士の
新しい出会い

Community

Natural

人間関係に疲れ
非日常

大学生による
自然学習・調査場

ターゲット層を大学生とした現状分析



訪問した大学生が、
学び・出会い・くつろげる場所

現地の人がガイドとなってビジターと交流

そんな場所でありたい
このような

用途を目指すことが私たちの提案です。
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2. センターの現状

石の展示は専門家監修であり、
施設内の設備が充実している。

施設の中には多言語対応のパネルがあり、
インバウンド観光客への配慮がされている。

〈現状〉



２. センターの課題

1. 外観と内装がとてもシンプルなため、
なにをすることができる施設か、わ
からない。

2. 休憩所として、くつろげるスペース
が欲しい。

3. 現地の自然環境を楽しく学べるプロ
グラム等があると良い。



施設利用に目印導線を追加

施設の外観について
・看板の文字はあるが、
どういった施設かわからない。

↓
・奥飛騨の自然の魅力について
発信していく施設であるならば
絶滅危惧種であるライチョウをはじめ、
自然の象徴となるモニュメントのような
目印となるものを設置する

ライチョウ
環境省×YAMAP『ライチョウモニター』
｜あなたの投稿が絶滅の危機を救う | YAMAP MAGAZINE

3.1

3. センターの現状・課題を踏まえた私たちの提案
【施設利用者へ届きやすい情報提供】

https://yamap.com/magazine/35109
https://yamap.com/magazine/35109


3.2 インフォメーションスペースに情報追加を

木の香りと良質な印象

山の地形図の展示、山岳グッズを販売する。
奥飛騨に生息している動植物が記載された
図鑑を並べる。

https://www.yamakei-online.com/yamaya/detail.php?id=1521

3. センターの現状・課題を踏まえた私たちの提案
【施設利用者へ届きやすい情報提供】



休憩所（くつろぎエリア）に付加価値を

落ち着いた空間でリラックスできる。
座って休憩することはできるが
ゆっくりとくつろぐためにより快適な空間に。

可能であればコーヒーやスイーツを提供し、
カフェのように利用する
そこに奥飛騨ならではの付加価値を付ける
（ライチョウクッキー等）

3.2

3. センターの現状・課題を踏まえた私たちの提案
【施設利用者へ届きやすい情報提供】



展示スペースも広々とした空間を最大限活用する。
季節によって姿を変える展示をすることで春夏秋冬の
奥飛騨の魅力がより利用者に伝わる。

館内紹介 - 中部山岳国立公園奥飛驒ビジターセンター

3.2 情報提供エリアの空間に情報を追加

3. センターの現状・課題を踏まえた私たちの提案
【施設利用者へ届きやすい情報提供】

https://hidasanmyaku-gifu.jp/okuhida-vc/information/


訪れた利用者が
奥飛騨の自然学習の
提供の場とする

常時展示と季節展示の
どちらも行うことにより
更に学びを深める
機会とする

館内紹介 - 中部山岳国立公園奥飛驒ビジターセンター

３.３ 自然を身近に楽しく学べる展示の追加

【活用実例案】 参考東京都御岳ビジターセンター

3. センターの現状・課題を踏まえた私たちの提案
【施設利用者へ届きやすい情報提供】

https://hidasanmyaku-gifu.jp/okuhida-vc/information/


４.1施設利用の導線づくり

〈方法〉高山帯に生息するライチョウや現地の生物使用

《具体例》
・化粧室や休憩所の案内標識
・バスターミナルの駐車場から一目で
奥飛騨ビジターセンターを認識できる
ブランドロゴの製作と販売

4. 施設利用の導線の提案
【より理解を深め滞在を楽しめる仕組み】



４.2 休憩所の多様な利用形態
・本格ドリップコーヒーの提供設備

・簡単な環境教育クラフトキットの販売

・奥飛騨の自然に関する図鑑や書籍

・テレワーク可能なwifi環境の充実

・大学生が運営補助
・カフェのメニュー作り
・クラフト開発

自然について考え、自然と一体となる時間を
支えられるような環境作りを目指す。

コバノミツバツツジ

4. 施設利用の導線の提案
【より理解を深め滞在を楽しめる仕組み】



４.2 休憩所の多様な利用形態

（参考）
天塩川フェノロジーカレンダー

クラフトキットと共に
展示・販売し
自然を楽しみながら学ぶ

【活用実例案】
フェノロジーカレンダー
奥飛騨の生態系を学べる
グッズ

4. 施設利用の導線の提案
【より理解を深め滞在を楽しめる仕組み】



インタープリターとなり
エンターテインメント性を活かし

楽しさも兼ね備えた自然を学ぶ内容としたガイドツアー

4. 施設利用の導線の提案
【より理解を深め滞在を楽しめる仕組み】

４.3   自然を楽しく学べるプログラムづくり



４.3   自然を楽しく学べるプログラムづくり
飛騨高山を愛する地元の人々がガイドの役割を担うことができるよう
大学生によるガイド講習によってガイド技術を共有する

4. 施設利用の導線の提案
【より理解を深め滞在を楽しめる仕組み】



実験型 未来型

ガイド学習と
実技経験のある
大学生

【技能・理論】

ガイド希望者
大学生と一緒に

【学ぶ】

現地住民ガイド

【技能・理論】

4. 施設利用の導線の提案
【より理解を深め滞在を楽しめる仕組み】

４.３ 自然を楽しく学べるプログラム
インタープリター育成方式



5. 施設の存在価値を示すブランディング

・ターゲット戦略
大学生が学び・出会い・活躍できる場所

・訪問者が新鮮な情報を入手し、自然を知りながら、
コーヒーが飲めるくつろげる場所

・豊かな技術を有したガイドのいる
インタープリテーションが実践される場所

・情報が親しみやすく・新鮮で・わかりやすい
ビジターセンターの
ロゴマークも提案！

OKUHIDA
Visitor Center



最後に

奥飛騨ビジターセンターは
従来の解説・展示に留まらず
大学生が奥飛騨という場所で
現地の人々と出会い

奥飛騨を第二の故郷へ
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